
自然現象や社会現象の中には，つの量が互いに関連しながら変化するような現象が

多くある。変化する量，について，がの次式や次式で表される場合を

調べてみよう。
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１次関数，２次関数の一般形
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関数のグラフ
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 

 



値域

最大値

最小値
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